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山下さん：

ビジネススキルアップ研修については、今後さらなる拡大を図りたいと思って

います。人事制度の改定によって昇格スピードが上がっているため、新たに管理職

に昇格した社員においても、体系的なスキルアップの機会の必要性が高まって

います。この状況をふまえ、2024年度よりビジネススキルアップ研修に管理職

層向けのクラスを新設しており、今後もコンテンツを拡大する方針です。今年度に

増設したクラスは、募集枠がすぐに埋まり、管理職からの関心度に手応えを

得ました。管理職とメンバーが同じ学びを得て共通言語を持ち、組織として

相乗効果を生み出していくことを期待したいです。

田中さん：

学ぶ分野の観点では、世の中の変化に合わせて、AIをはじめとする最先端技術のスキル習得も取り入れていきたいと考えています。社内では

業務にAIツールを活用する環境が整ったものの、これらを使いこなして価値を発揮するためには、全社のスキルの底上げが必要です。

また、当社は65歳が定年であり、50代以上の社員も多いため、リスキリングの機会もしっかり提供して、第一線で長く活躍し続けてもらいたいと

考えています。

田中さん：

経営目線を持ったリーダーを育成するためには、GES派遣における学びを実践する場をさらに設ける必要もあります。人事部ではグループ

内の他社への出向など、成長を促すための人財配置の機会を増やしていますが、他部署とも協力しながら、さらに新たなチャレンジができる

事業環境をつくりたいですね。

変化が激しい時代においては、当社の人財育成のあり方もブラッシュアップし続けなければならないと考えています。グロービスには

これからも、世の中の潮流をふまえて新しい提案をしてもらえるとありがたいです。
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吉田 ：

私は大京様が人事制度改定から公募型のビジネススキルアップ研修を拡充していくという

タイミングから担当としてご一緒させていただきました。

こういった公募型の育成施策は、一般的にそもそも手が挙がりづらかったり、初年度は

多く手が挙がったとしても、翌年以降は参加者の募集に苦戦するケースも多い中、大京様

では毎年何百名もの社員の方が自主的に参加され、かつ着実に受講人数が増えていって

います。この成功の鍵は、学ぶ文化作りのための仕組みと働きかけ、そしてそれらを前年度

よりさらに強化すべく、地道に実行し続けてきたことだと思います。特にご担当の山下様

とは二人三脚で本件に取り組ませていただき、非常にお世話になりました。

本事例が、公募型の育成の取り組みに悩む担当者様や企業様に少しでも参考になれば

幸いです。

盛合 ：

私は、大京様を前任者から引き継ぐ形で担当させていただきました。これまで大京様が

グループ（※大京およびその子会社）横断で非管理職層や次世代リーダー層に学びの機会を

広げてこられた背景や、事務局の皆様が各社と丁寧に対話を重ねながら施策を浸透させて

こられた経緯を伺い、その継続的な取り組みの積み重ねが現在の成果につながっているのだと

感じています。

不動産開発・管理・仲介といった幅広い事業を展開される中で、社会や顧客ニーズの変化に

対応し続けるためには、既存の枠組みにとらわれない発想や創造的思考を育むことが重要で

あるという問題意識のもと、本施策は設計・推進されてきました。特定の階層に閉じるのでは

なく、将来を担う層に早期から投資を行い、学びの機会を継続的に提供されている点は、

本取り組みの大きな特徴だと捉えています。

子会社も含めて横断で育成施策を設計し、実際に機能させていくことは容易ではありませんが、

事務局の皆様が意図や目的を発信し続けてこられたことが、着実な参加拡大や学習文化の

醸成につながっていると感じています。

今後も、大京様が社内マーケティングをさらに発展させていかれる取り組みを支援しながら、

AI活用など時代の変化を踏まえたテーマも含め、人財育成のパートナーとして伴走して

まいります。

グロービス担当者の声

［その他インタビューも是非ご覧ください］　ht tps: //gce.globis .co. jp/case/
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